
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

8厘〕一一・79

昭1，Li35！、　5 、i　1　日

C飜 orpromazine 及 び C っcktail 　lytlqueに よ る 子 癒 改

び に 子 癇 前 症 の 治 療 に 関 す る 研 究

E 。p 。，im。。・。I　S・・di，・・ 。 n ・h・ Th ・・apy ・f・E 。！ampsi … dPreecl・ mP ・i・ by

　　　　　　　　　Chlorpromazine　and 　Cock 亡ail　lytlqtie

　 　 熊 本 大 斗 1入

研 究 員　 山

刊 月 叫郊入科
’
｝教室 （1 任

下

　　　　　　　　 緒 　　　言

　嶋則
’
ジ 娠中毒症 ，殊 ピ 子癇及び 子　」IJfiLの ぜ1．，ti・Jl．jz・・1近

で は 殆 ん 到 、存二的ec．　fJ；乃／fi1中島 掠 個 カミ用 い られ て い る．

之は 各u
』
慘 匹剤即 ち Hexamethoneum 撫 Veratrum

v 三rid ，　 Rauwol 丘a 　 serpent 呈na ，　Apresolin ピ 丁の 巳1 が ・

虹振 中
一．
症 の 翫忌 ．更 に 強 力に した 1 に も よ るが，然 し

な が ら之等 の 降王乳 は ，蓬 し
．
の 鋲 E荊乍用 を もっ Rauwoi −

fia と畭 こ，弛 ぱ 」［h ，釦 ｝作用 が 全 く見 られ な い か 或

は 墾ちて 嶄 い 、従っ て弦 匸了性 ， 聞代 i〆1三兆 彜をもっ て 浸 う

一1 「
1こ 於て は ，Morphium ・Barbiturate の ｛ノ！π；ど 俟た

ね ば な らぬ の が現状で あっ た ．併 し 此 の 2 署は ，・
　 作

卓

　　　加 7／丶封 ’ 按 丁受）

Takashi　YAMASHITA

丿
1 ガ極 め て 強 力 C あ りな が ら ，中枢 の ∫匚．中r扇

』
と と腎

r　 IE低 ドとい う，彑 佑 仁に 江 瓜中麹 i．tL．・・「蚤に は 不 捕 な i

偏 1碼 つ 点で ，之 に 悩 県斉・・がf璽 質 い た ∴ Ch ］・

orpromazine （以
一
ド C ．？．と略） の s

’・．∫”こ よつ L コ 及

び 子1葛1動 雇の 冶癆1伝 全面1 丿1
’
こ z ＿せ られ る にぎ っ た ．

　 ． GaDt 物 実 嚇 於て ，ア ゴワ イ ラ キ シ
ーシ ヨ 帰 を

lS し，G ．P．・／X び そ 畷 断 ・汐 テ ・ン （CI・cl ・ t・iUytiq ・ e ）

の ナ シ ヨ ・ 納 …〕1｝齢 ．、1、，LL，　J／i　tf 　IK 夫 々 の 小 ♪

t
ゴ を 決定 し ， 帆 に

」

・
篇重 び に

」

凱・、IL症 の 誇 丿

．
こ 芭； ！

し，そ の i
’
戻効 述 鋼傘し よ うと して ，次 の 飢 こs−・x一の

実駄 を 行っ た ・

第 1編 　動 物 実 験

Chlorpromazine及 び Cocktail　lyti⊆ if の ア ナ フ イ ラ キ シ
t’一

　　　　　　 シ ヨ ツ ク 蜘 祠 効 ／ 1走 ，こ つ い て

灘 勿の ア ナ 7d ラ
’
J シ ーシ ヨ ツ 酬 鐸…勵 ・艮を 見 る 為 に

は ，ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー・簒象を 定ど的に 、友走す る 必要が あ

る 、即 ち含有電 紊鉦をもっ て 表わ した 抗体及び 丿‘原 の 並

i［1　J匚ξ係 を 辻 求 し，一』定 の 集負 下 で 惹 一し た ア ナ フ イ ラ キ

シ
＿シ ヨ ツ ク に 及ぼ す影．せ 溜 よけ れ ぱ ， ・3．　［flVの 効 ・爬は

」：L較 珪涯ない ．此 の 様 な广 図 か ら，動初 の 口体差 の 影響

も少し 受 動 ア ナ フ イ ラ キ シ ーを 用い て 以下 の 撫 き：」験 を

行つ た ．

　　　　　　 第 五章 　寞 験 方 法

　   抗 　　原

　乱 啄 と して 月1い た 結 賢丿［」白 ア ル ブ ミ ン は ，Li−「∴ 迂 る 限

り純 ・な も の を 得 る為 に ，Keckwick ＆ Csnnani ） の

無氷 御 庚 ソ ーダ に よ る 方．去で ，生卵 白 よ り抽 山 し，史 に

5 口茹齪 し た もの で ，濾 紙 幽 気 誤 動 法 で は ・な 恥 し唳 の

爽雜物 を ま じえ るが 昃め て 純粋の もの で あ る
一
コを 確 か

’
）

た ，

　 （2）蟲兎，颪作方法
2）

T犠 卵 白ア ル ブ ミ ン 王 9・バ 重夜に ・ 1 ％ の 　： t 君…カ リ

を 加 え ，齬 ．ノ ー一ダ で pH ： 。 に イ甑 し ．もの ブ 2cc ず

つ ， 維 2kg 砺
噛
癌に 塩 鞭 鳥ポ 丿 だ 目に 馳 ［ lt し て

．’
R

作 し ，，よ作 終了 t／zayi ［x6 「報｝全 」b［ジ
』
IL し

一厂
［、．L袖 爵 胤 し、

56 。 c の i、、論 3。 分て 娼 重挫 し，之 に 肪 ％ の diil，・二SIIノ・ 、

を 加 え ，氷η こ保存 し て 丿
「夕に 供 した ・

　 （3）受．．カア ナ フ イ ラ 需 シ
…

上 肋 擬 礁 卵自ア ・ レ フ
ツ

ミ yXtJ ．」 ・oir−　
Ji

二 G ・凶

N ．：を 測走） を ，
250 ゴ 。tssの t［一・ン モ ツ トに ド 昏 ご ［L

濾全体 に 分 孔 す る 慊 に 特 に ．、、エ して 、£ 、二乍し ，4Bl し Il 訟 結

f
・f　 ，白ア ・レ ブ ミ 図 融   信 N ’

を ［iJ．の ．．ハ 、い て 1浄
nt
〈Lbl．一惹起し

’
射 ぜ 行つ た ．

　 （4）ん 　rfル」lf反応
3）

　7 オ の 困 旡 出

；
に 各 々 家工」．証ロ广Ii 、C ．c を と ！ム O・2％

戸  卵出 ア ル ブ ミ ン 溶液 の O．2，0．4，0，6，0β，1．O，1．2
，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

8灘 ・− 8D Ch 沁 rpromazine
・
COCk 亡ail 　lyt三que に よ る 子 篇 ，」癇 卸

F ．の 治 』、

1・Scc （客
・々

の 含｛−S　N 二。 ．，豊 0．022 ，　G．043 ，0．。65．。．C・S5，
G・105・°・1：9・D・161mg ｝D を ）・娩 て よ く7呈

．
FI，し ， 氷L ．二

娼 「3凵 放 EV後ジ
戸r院 ！刀乞 3ρOO ．コ．．．i　3： 刎．亅亠．丁分 「iliし ，

：応 こそ の 汎
1；留 が ご ）「．JIIした 生 fL食 ．」水 紀 3CC で 1，コ 潸

再 ひ ＝｛婦 」
”
し ， 之 賓 3 巨 く IJ＞か え して 1ワた 　凹勿 ） ヤ

膚 N 　 ご Mi ・o −Kjehld 〜hド》 広 醇謎虹 した ，

　そ の 天 ρ
．つ L仇 を 示す と条 1 式 及び 　1 「

一
っ 尻、1くで ，

　　　　　　 第 1
旗 　定

．．．P
〜川 fk 　 r，」、

卵 自 ア ル ブ ミ ン の 迥 レ を 。
DC

軸 L 曲 。 1．D ・ C に 添 加

悔鑓 1上∴斑越 1 ・験

屠翻li纏i餌；媚鑞攣
1・。卸 925 …。 ，3，

1
，．∴ 。，∴

・
」 ・．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L 癶
一

丿 …
　 　 　 　 　 　 ．　　　　 ．　　

「
　 　　　　　 1

°・IG8　1°・ 81 °・8厂・ 17・・ 1・… 弔 ：ご
1

：：lll．：：鳧：
：：：1：il　 l：ll　 l  ・

：
、　−　　

1 −一一一一　 L．＿＿−　　1−一　　　　　　　　　 「　　　　　　 ；

夷 1 図 　鉦　的
’iH　s？xi　 F，ti：

類
纛

1＼
　 ｝

1わ
螽

侮

　 　 　 　 　 　 　 鴇
豪3

購＼1
＿

＼1
　 　 　 　 　 　 　 晦

　 　 　 　 　 　 　 ドヨ　　 　　 　 　 　　
　　　　　騒瀦鏃

鶴 睡 鰯 ゜・tth’蝋
　

舐嵩甲

山譲 〔D は 治 」ぢ源 ：が 壕す1こ っ れ て 急 昇 し ，捌 、

ぞ ・゚lo8ms ’N 附 近 で レ 降橡 rの 冷 N 並 が 093 伽 gN

の i」・　 ・fLtを 示 し 1 以 1
「［
厂 の 避 σ’・憾 に 殿 し て と謄

反 ；は 祁 制 され ，曲 函丶   、 汢 づ 二丁 す る ．曲綜 〔碑 、

泌 飢 の 全 N よ か ら 訪 既 ，・ ，源 量 （lt・ の 舗 N

−・） 〆馴 い た も の で あ る が 一 ・噺 鬮 城 で は k
’
i ：、に

日 Jij　Jeif　．ユ2卷 6 ．
巨｝

／t［
「 町応 に 「《 序 しな か つ た 『1」帚 A 」：

−
Z・　
’
A 倉 まれ て ldi

　
：
で あ るの で ）　

’
di ：il は 躑 際 〔ID の 　 ＿ 1噴で c 饐

1 旺 τ．　 広な い ・然 し砿が 　　　と　X ：、の
ti

「＿夙 一、，
1
「
磁 〔の の 隙 ・：二当 る 焦

冖
・ ． り己 の 当f沢 、

　・ ナ冫 f福 　 ：第 至支 か ら O ．芻 9mgNLH な し 争
一t．

・ 1
「 恥 坦 I

」．’1・。・。 rtの 折
 

・ 君 、 、。，83％ ユ。 N
で あ る．

　農ヒの よ 麟 物 iの 計 休 N 〔A ｝・⊥・ゆ〆．，s ア ，げ ミ ン

職 鉱 N ）の 蹄   謙を なす 重；ヵ　＼ き1墜 れ た 脳 式
か ら’S　；

’
・ ら れ る ・畏筋 嫻 辷 ナ黶 で AbNIE ・N の 比

を ．加 えた づ β ご 1し て プ ・U ：ソ ト 廴
r
：
・

く と，；／！ 図

〔ni） の 奴 耐 亅価 ミ知 し ，　 L ，．・［・ ゴ Xl　 ．
．

一、は

ま ・．

　　　　3 野 一 ・ − b・ 　　　  

こ ．L に x は 堺 加 抗 ∫ N ．：を 万
 
す ．（エ） 式か ら

　　　 AbN 　＝一　ax −− bx．S 　　　　　　　 （2）
L の

“
「レ 茜 こ お け る 勲 賜 ミび b は 第 ILP

’
L 繊

〔Lt） か ら求 め 嵐 烈 ・ぞ紛 y 帆 の 漁 獻 の

1・譜 と し て 厩 廠 る ・従つ て 　表 の Al卿 E 、三丶1
焦

の で滞 カ ー・t （2）式は 次 の 園 と な る ．

　　　　AbN ；三88x − 102・6ゴ 　　　　　（3）
（3） 式峨 体 1」 の

八

壇 か ら 精丿 、疑 卿 L つ ．そ の

線 は 噸 撫 示 す 凪 ・気髄 雄 灼 L　 ］1く一致 し

て い る ・故｝・
人 測値は 充 分 1

’
，．．．Kaし彳、

考 え F れ る 。

　以 上L 童〔白副堺反応か ら ，前 ［
1
の

感 必 ゴ示 す もの と

く感作 した 損：、卯 「
Lt

ア ル ブ ミ 嫁 鳶 」L の 抗 償   蹴 ・伊哩で は 0、839mgN
で あっ た が コ 以

．
トの 辷験 匚 鶴、し曳

11 ，
の 1リ 体量 を 舎む様 己 1

埋 食 i 水
一／　一≠

撮伉．［Jf を 氷　）
”
rE

．ヒ
芋巾，す冒

の で ・測定 濠 2〜3M の ［
1
に
・．．・’．11 の

こ　　　　　　　　　　　’
  　凸 　 甲 に 一一

短

1 ｛し て 目い た ．

　　　　　　　　　　　　　 の 炉干 ま⊥｛も を糺 な い

　　　　　　　　　　　　　　　　 ．ま とめ て 柊了

し・10 日以 上 の 翔 「 t ／：： vt た 場合電．lt　．．Xl こん 墳的洗 ド反

応 を 行い ，抗体 N 二　預恥 二し て 訣 ＿f；
’

亅した ．

　　　　　　第 翌茸 　実 験 成 ．
，諺

（1） ア ナ フ イ ラ キ シ ー一症 「」こc）　iJ、E ）

fiil状 の 判気基準を 第 2 火 の 如 く．c．し ，各1ズ階 の うち

　　　 第 2 衣 ア ナ フ イ ラ キ シ ー2 状 の 判 ，E

　　　　 ←十）　不 安 ， 立
一’
，呼 吸 促 d

　　　　 （督 ）　吃 逆 ，掻 許耳 ，貯 臥 『 f

　　　　（掛） 脱 糞 ，失 尿 ，喘 ．し，蓮 ｝・，E．螺

　　 　 G惜）　 死

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

貼
τq35有：5 月 1 口

N 　 下

1 っ 煉 献 が 癖 れ ・ ば ，表   ・ そ 呱 御 撚

を ノ
．
、レ た ．例 え ば脱 謁：失 尿 が あ t”ば 、．、 君 侵っな くて も

（鞳 ） と ゑ 現 し た ・

　 r2） 予傭；
「

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　

　 　 　オ コ　 　，
1〈ab 。 t・） 雪．噺 宅に よオ・、鷆 ij［・　，tt’E　一 ル ブ ミ ン 糸 の ノヒ ．・・

EI∬ ナ 。 費 キ シ ーで は ，瓣
『
が ・・伽 gN 以 上 港

廴旦説 穏 r ・．1醜 N 肚 で ・覇 蔗 渓 に シ ヨ ツ 娩

昶 し翫 い とい 弓．・己ず予 甜・孅 と して 藻 娠 の 如

く鮓 鼠 躍 目 　 を 暇 藷 ギ 唾 翁 づ 一と こ

ろ ，　 ，T・
−

i ・．。4mgN ， 乱 齲 … 2・m・gN 　°）
… k ・

　　　　　　　 斛 3 衣 　予 備
厂．’t

験

　　　「惠作郵 蕭〒
．一
而 ♂

”’
il

。ρ412191 …

　　　1慧雷 ・ ．量
一

。．16
−

「。．25iQ ．251 。．25

　　　ピ
卑壓 一

r
−… …

十 厄 7 ∵ 1

i例 　　 数 1
　　　　 　　　　　@　　　　　　　’tt

楼纛
ラ状 （

1 　　　− ． 一　

一
　

1

「

O2

一

〇
〇

3

o

。

−
o

IL

|iI

　

冖

…003 0 　　　 碗 ・ ・夙・！

噤 E1 ・ 12 仁 R し た モ ル ca ソ トを すべ て 夛 死せしめ得

の で，　LJ 後 の 笈 ． 論ではすべ て感 偉 重 O ・04mgN ・息 起

緕 ﾋ 盪025mg

Nと一短に し た・ （3 ） C。 ・k ・ ・il　 M 、 　 L 。皿9 ／kg前処巌

日二 ・1 ・ 1 白」
麗

　 　 　 に よ

di， ．シヨツ ク効 不 　60cktalM ユ を 111 ∫如 置し． ’：j今，惹趣

射 14 の「 ｝ 【 II ξが どの 位 あ れば 辰 も効 果 の

あ る か を 見 る 為 に ，溶 4 表 の如 きん験を孔っナこ ．此処で 　 CvT

@1．Omg〆kg と 1よ， C，p，lm9 ，　Py エethia　lmg，　 Opist

n 　 1 、 4 贍ユ 墓 を混 合 した ものを そ のk に

己した ・ 此 の 黙・・繰馬3吩の 　 　　第4 表　Cockt

1　MILOmg！ kg 前 処
置

　 　 　後 の

刄間 的
経池

によ
ヒ抗シ鴛ツタ勤

泉 　　
　一一　　．

．
．
一

． 一 　 一 一「　． ．

一 ． 一 　 ． 「前処置隻　30

旨 　
　　

　

一
＿ 一一 　 　． ．　 1 例　　 嫁 ［

3 　　 　
　　

　

　　

　 　 　 　 　 　 　 　A キi ＋） i　 O 　

　　
　
　

　
　 　

ナシ　　 　（幵）i

ﾄ，Li 121 ラ状　（・：

）E 　 ，o
　l

v 　 　 Itt
穿　

l
　

3 一 6D 分

@90 分
　 　

　 　

　

@3i@O
　　O．111111211

い
L

分

t −

tt

’i 　4L −一一．．一

1 　1 　

　 0 　1

I3 　　 　1！3　　　王

148
．51−

−81
「 綱 荘 徽灘 1 罫駄1

鹸 ， 譁
。 ／3 −X　）

tV
． ’も． ／i　 “一’． 偽つ たので ，

丿）：　「t 前曳」 P30f ）’ノ／一叙直．i身なを彳二うことに 1 ノた ． 　r4　C．P

　Cockta 三 1 　 A｛1 ，　Pl6gicil ， 　

xamid　lヤ； ！夕
　
　 によ

るア
ナフイフ キ．シ ー 一シ

・
ツ v11SI 効

　急 ハ4対3⊂：分IYII ’こ，4ny匚／・t　’ 剤 ， 罠ロ ’・ CD ・
C
°』 cktai1　．

C11 ， ？ 16gicil ， 　 ｝ 王 ex 准 mid
老
で

モ

　 ； ツ 　ト o 　 I 　 だ ” ［ ’ こ 戊丁江射しだ　

い ず卸もシ ヨッ妙「湘田｝
 
カ’：， それ ゆ ，殖 ／球》 て ．一と灘5 表碗 ！ ． 〈 c

P・ で6 ． Dm ．11、9 ， 　 ”Plegi・・レ L 、 P、om91k9 ・Hex

面dで ngsac 　 C 。 ・ kt ・ ilM 。 Chl ・・P・

m ・漁 ・ ・　P16・1・i

E 　 　 　
　Hexamidのアナフイラキ

シ
ーシヨヅ

ク
：〔［1 　　

　
　fi、」

kb

． 　　　　　 　
　 　 一 一 一 ． 一 　 一

一 一 一 ．
　
一一一．　．．一一「　一一　．．．．

　1 1

　 　　　　 　 　 　

例 裁［ 815 旨 5
　 　 　 　 i

　　　　　　　　　ユ

　− tttll ア
キ

  … 糖（＋ y ）。1 。
君

（葡．
・・1 ラ郊禰 悟2° 1．＿一． 　＿＿一一1致死・網 ・1 ・！51。1・

・15 随 i 三 四 ≧415L 竺 」 　　　　 　　

　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 ロ
　 　　

　
　　　

　 　　　 　　　　 　 　 感 作 k棚陪ア・レ ブ・嫁 煎 11°・°4mgN

@ 惹 起湖松卵 白ア・レ プ ・ ン 　 　 ⊂ 1・・ ］gN は 2

g ！kg の大 疑 夏托のt’こ．比べ・C 。・i ・・Etil　 M ・ では1．。mg ！kg

醜肥 で 5 匹
・1 凶 例 をシ・ け死 よ 　り 防止し得 ⇔ ． P ！e ．

cil　 a ＿CP ．とh ！ 1 ホPher］ ethiazine

系の イ， ．物 であるカ  効 力はCP ・よ り 一 一
力

〜 厂 わオ1 ・ 　
本

救の糸課からも 樺 か なf ・Z ・r）c ・P
・
よう弧 力 のてあ 　る． H

an ： id は C ． P ．と は 甲 r のf 主 マ 『状 化ノ 吻 1 ． こ

　C ．P ． と同 じ K 一置 換 基芟 ．n ゴ す る’ヒら 物て・  亅 ・粛

卆剤 と 　 して 用 いる捗 A は 特 色 のある薬剤であ るが，　シヨヅク 　

用は幾らか弱い． それ らに 比べ る とCoc盛ail 　M・の 　 抗 シa ツク作用は 絡 段

差異 があり， C・P ・ に IPyretliia ・ 　Opi

an を 加 え て Cocktail 　 l

ique としてf． ．、 「 1 し た

　 含 ， C ． P ． 単独 の場で
，より も

約6倍も 強 力 な作用をもっ　亨が此 の人 験 か

も う か ぼ え る・ 　 　　 　 　 　 　 　 第 3章 考 　　 按

@ 　 アナ フ ィラキシ ーの 原 paet ）1 ・ ・ 1 つ い て （ ・

it
　
1
．F

在

な

ヒ

@
ス
タ

ミ

ン

説

，

セ

チ

・

レ

・

リ

詬

醐
学識持の
蔑

論
がさ

　かん
であるが，

も

つ
て

こ

の

決

定

な

原
因

に
っ

い

は
明

51

一

石

．．

1

1

i心

122

〔

「

　

　
　

　

　

　

@ 　　
　
　　 ト 　 　 　 　 　 　　 　　コ　 　 　 5．0 ！ Q4 ＝



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　of 　Obstetrlos 　and 　 Gyneoology

8鷺 一82 Chl °・p ・  rn ・z ・ne 　 C・ ・1・・au 　 1… que 鳳 る r鵬 粥 、，IPI へ t、　、．．

　   ∴ さ｝・て い tu…
J
・］・t ・…：の ・涼 顯   の f1厂 劇 工

　夊「
て 彳Tわ・｝ る か ・う丿7、吭体 更 rLf ！ 恥 　

・
1Lゴ

ー・
な 餌

　 で ・卩斑 コ ・1・プ 了詠 す ・．b ・ 畝 凶 な 動 庸 又 畔 P・

、囲

　瓢［i・ノ r 冥ノL 　I　 st
“ ぞ『る あ 矼冫「、tl：i　

・
，漁rえ ナ 研 ラt 蟻 潰

f
−
L 、

　
〆
　こ 』ゴ勿ら： 　ノ 、’LY，　e し も け」らカいこ さ

”1 ご  ・気し・し、
　it

　て わ る 　殊 し な カ っ 　こ i ・L ノ ト 尸＝ お げ る 厂 ノ ノ
ノ

ノ ｛

　
ノ
p

／ s ソ グ夘 ’「 ．  囚 島 そ の 首11鋤 1丿f ・t、
’

レ

　ik り
L
る小 気勹叛 の 厂

丶
1一の

「

屎搾 1．−thFL勺 野る
ク
　 丶あ る ＿

　　声 だ め b 盆 こい ろ 　所 ら そ・の 黄曳 の 取彩 ノ　 rl 枢宇

　
’呶耳 さ 笹 ・Xlj ソ 丿毒 し九 場

ノ
に も 発砂す る 天 噛

・
の も

　
f
’
L め る JV

，S ，」 A こ 一
し er ＆ L （w1 ＄句 に v つ て ／f「 られ ，

　k こ bale ） L勇1陛广揖レkの tP
、イLづ丶fDlc 　lDい で b 起 ・

，得．
，

　 L し乞 冫＿刀 め rLtt
る

　 劃 の 丿 か ・＞L6 ユ ， こノ〆こ ソ ・と の ノ ヨ ノ グ 歹1　　ズ

　 畷 に 捕 る 繕 と抗 てとの 佃 つ き こ よ つ 貿 寒 冫

l 」
宀受 れ る ヒ フ タ ・

ン 又 ロ ヤ ノ ・バ リ ソ ・・v て の

　
ii つ も の L 動 さノ’一

「1　 縫 『1 し で t・そ ltl ⊃
冂 え ろ

ノ
・
　

t）
’
し り 瞬 「  ・

欧 の 1
ノ
「儿   个 く 鉦 俔す る 」 〔、iHf，・’．t

い

　 c ΣP の 廴∫Lf蔦 、ゴ凸 矩 參彩て あ ろ ハ そ の 中枢 1
・1

齢 ・動 痛 ”
団 ・帰 天溺 鱈 の 織 聯 に あ ひ 云 ， ，7し

る
る

圃状休 ，よ人9’rL 后 小 コ酵 均ρソ de と ど一桜 な 1式 エ係 1こ

歩 り　皮 「Vi昆 　β緊 及ひ 附肛喚L動 り 、ど
一
lp　L］，の

J
］ 慮 i

÷ の 仙 こ 訊 1肢 工 の シ徽 心 ぴ … 、 凝 て い り，∫、、
；　 1・　ti「 が 劃 遜 の 凸 ツ 黙 丿Jl畄反 賃 小M

’li
， ［，1］脚 、

）

・ づ・虍 算 て 赴 y 戸 就 ・に 毛そ の tgszか 及 ん t い る 1。

厂・て ’報 淑   1・ P ・
尸
」臆 ・

＋ 、讙 ・彪 と ．bl1物 「γ

ボ能 と を嚇 乙 ぐT
’な

∴ 伝
一

耻 ll、を ／．　 ［．一こい る kで 勘 ，

CP ぽ で 卿   ・ 砿
「
・ 制 i〆 ・↓ く レ ー． っ 駄 ：1載 頁 ，

／
「丶
レ　と 動 ノ

ノ
　／の

”
r，喬を も ，  ら し 　芽・L・受繭値 二’「 、め

る f1吸　〆 華 に ，し て一t’力 乙 」・I」朋効 澱 ぎ 介揮す る の て は

な カ う ， か

　史 に CP 　 tk ．
」 

趣
・J．T・・　・“ タ こ ン 抗 ． セ ブ ル コ リ ン

rf’f　］−1 を・
・つ てい ・・ 　 ）・

“）　 −
」・

、
・・e：・   抗 ノ tZ．、レ

” ぞ・諏 一 祕 9 ・・a ・　bJ　
vc

り 5。！印 肺 力 CP て 2 。 r ，

Pyr ，ha て ？7 とい   史 に っ ．IAPt 、／ 昂 瓢 3 夫 々

1 転 」 ・。
’ 一い う fし吻 冠 ・）F咳 の c ・・i由 ，  上三　　 じ

に 　・ノ ：砧 L パ タ ミ ン
1 三儿 ア t ノ ノ〆＝り 〆 行 用 ぜ も

一・
　，
一

一
愬 　r も CP 之 Wl ／　L ノ トの 皮 下 に 1・唖 歯

｛
、
　
↑
＿12  f 号

　　肌 弋 J恥 B帥 ・・　 c ・r ・a
））

軌 广 よ 、 ：．，．
’
1　、r」

　
111 ・’・・ は 艦 《 r詞に よつ ご異 な り 冠ti・t ソ 　　！下 副腎

　 11 　・
’ ［「

の
i
　
「

A　j
’
i一となつ r ！ ・る う・ 后1 ；… i．　1

　．；．　tr 卩卜一か

　 依 　： 卜 痔」徹 」・Lへ で ぽ 300r ／gj 上い ，」丶 　の し P 力

　璽ll　l蔑 ド1｝ ご
〜
　

｝
’
‘ こ い る とい う　・ヒの 1覧、の ．ら ：　lfLrL

　 t’・・よ ζ・もの か ハ だ F・らか ・こ 6／ こい ／きい か ，い ノ

　して も モ ／L ｛ ノ 1 の ノ コ ノ ク 肱 論 こ 以 画）Ptる 冒ζ
1
眠 r 　1∴

尸 （ CP 力如 囲 硯 い う
t

・ 賜 あ る こ と （ あ る

　 此の FL 　・
’
　一［ ・　 − fJ の 脈 ・・撮 輪 齢 る CP か ，

・ 描 ・敝 願 早 ・  減 ・・屹 憾 ・る ・ ス 兮 ノ C
t”ア L ・ ル ニ リ ろ 脚 凝 の

ノ
・
「
ハ ・

の に S、 し ： ，｛　ltu，trr：
的 く

一
滅

「
当熱考愛 られ る 　C 　とe） 占果 ズ ” フ

ノ
． 　」、

∀ t ？ ク畄 喇 され る の 鋳 ろ う・・そ の しゴ 明 ら

か ⊂な く・Cp 或 は C ⊂）ck ε・・王か 禾 イ
・i，嚇 財 こ 4 て 」ノLf 、

と鎌   の 猛 ・っ さ引圸 卜蝿 の か 痴  

雌 廊 ノ さ

れ る 夢 噺 き   1 ち に Yl　t，　Fj一仂 か て 丿一
／，

．k
CP か 人

1
黻 r・・小 ∴ 繊 ・ 佃 ン の 駕 だ

、 ．・
，

し A
「「
・trFTv ・）irdi め Cpa・・るt．LX ノ ゴ ・ 勹   を 1＿i

　9
丿　ココ

3 勾 の か 　
「
兄！

の 所て は ダ らか に ）得 な ロ ・ L 尹叡
P
こ し

て も淋
’
胃 に 抽 る 画 ざ、ち 9・fE ：…　ltす ζ．功 一b、 IM／

ノ
イ
ー
佼 吸

一
！　
一
） フ P ・一

ノ 9 　
’btJ 、靴 ・

・
訊 鵜 、

た らす もの （あ ろ う

　　　　　　　鎧 4 軍 　小 　　　揺

　（1） CP 及 ひ Cocktail 王vtlau し の 抗 ・・ ノ pe 巴

ラ 隆 IL し 　乙 を了1南皮 ひ ∫
、

9 「〕［「五、a”　・））、に 〃L 一 し　ラ冫

し C 　二 」ウ 1梅 丿く 候 バ ♪訊 て ，ノ ナ ノ t フ i 」
．．　の

Ll 」lijl ノ」区 t ，SA 　 T． そ 諒 ・に 及 ぼ す 劾 果キ 見

　（2）　1 ，・li　
1

し
一’Cf 「

「

柳 自 … 7 ミ 岐 r 回 ＿．　 L ？

正 に 受 功 〜
ア ノ

ノ
ブ ・

ノ
ー悪 起 さ こ 　奈＆，を 兒几 由 め

る 1＝ 1・・1L   ゜ 04m 蝋 砿 ・⊥ 。2跏 姻 秘 気 し

た

（3） C 。 ・k ・
　 ，li 職 ぽ ，惹起 ・

・ ；｝t・j ，・30
ん   ・

」IXJ 、し ．
易 r’か 蚊 も侃 泓 て あ つ た

（t ） 7 コ プ ・ w 一
ノ ・ ・ 吼 b   ・け る 沙 初 丿

li　，：　C　16 晦 〆kg ・Pl6g … 5 。mglkg ，　 Hs，、， 。
　d

25n ）E’　Meg て あつ た が ・Co武 ・ad コ1エ は 之 等 よ 丿こカ ：

声 刀
Y ・翰 9 〆lg の hlllメ

・
lh　L　STII 中

A
例 ノ 　ノ ワ ダLご

）y41J し駕 7＿

　　　　　　　　　　　　 鴛 2 締，　蟹．　　床

　　　　　轟 三輩 　Se臥 勇 省 窪・

人 广’，c・　iS

’
　A 訊 をβ段’しft　Lo ．orl ‘lb）

ve ，町含冤の 存午

ロコ　 VI　 空
Lt’t　a ” もの か ’つ 疏 ノで ち つ ，凶 ・

・，・ J、 一・
れ に ・ け

測 購 ⊃ 不 ・Piイ「ヒ よ t
　

“
）
t
つ 声 ・

に 　工 冬
・
・
ザ

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭 琴LDコ年 5 月 1 日
Ll．．l　 i・

の 適厂し と して
「’J，i“L，　C ．P ．を主 とす る 滑 丿 隔こ っ い て 1ま

rx
． の ボ ， ある が ，大 別 す 脅薫 の 灯 冬「IL．．，　 1−・

（・） C．P，3：
・・
，L・

・
　 」法 ， （3）C ・ ・lc・・三l　ly・lque　｛丿TE ム ・

  C 。 。k副 と師 剤の 繝 療法の 蠏 ・吩 け ら描 ・

　（1）人工 冬 1 監で去

L 。b面 t 朔 法 雄 試した 例 の うち ，J）1近 で は M ・・−

tillez11） が 3 例 の r癇に 1芯用 し
”1　 i 功を認め ，　 Scemla

は 2 例 に ，M 、、h ・ ・1 ・・ B ・hu ・t’L’） ，・、4 例 1こ 丿ilV・て 勾尿

を   め て い るが，羚却 か ら
．
Ir∫泣 に か え すrl ゴ1の 決定 が 囚

難で ， ゴ．たそ 卵 鍾 ・ の 冒f｝・戸 が報 熟 る ！ ある た め

遁
門
式 il一も少い ・

　（2）C ．P ，丁狂 1♪一ノ1玉法

　C・P．ソ
’
：汽独に 川い ，そ の 弧 力 な 鋤、ゴ」作用を も っ

e「i

聾 難 詑 め る 加 、が多 く の 入 1・−N 用 され て い る と居 し

れ る ガ ，K ・tlg… ザ Jヒの 際 1E：1　H ・
2°°〜30°mg を 筋

ti　tし て も，．児、乙 牡 に ； 彩」は な い と 羨歯 し て い る ．

　　3）　Cock掌a ／／1三アt！que ｛吏用扛ま

　 S．
一’
T
こ」、渇 多 硯 ら繍 もの で ，轟 謐 潮 注 蕩

軌の 3 磁 の
’
t ピこ分類 さ れ る ・

　 a ），ギ
「
肖｝B，

　 A ，Ew，d、、，n 紛 ，　L ・ u ・。S ・t　
・i・1・5） 二

を；、5％ 藷 25飼 D゚°

cc 　 l・、r−，25 〜100mg の C ．P ．・2r・− J
「
・rng の Ph ・・ e ・g ・ n ，

・．＿2。。mg の P ・thidin ・ 乳 力庇 て 蔦臨 濠 し た 糸li　
’

に つ い て 述 ぺ て い る 瓜 A ・fw ・d・ ・ n 〔貿 側 ” 6 例 に

i丿
．
こ 痙タ 発｛乍力 才Sさ ま り，L二、ま ’瞑歹匚もな ヵ・っ た と 寸艮考〒

し L 。。 ，・ ・ et ・ R 話 詞 ユ例 融 諞 ll粧 9 シ1に f

　翔 し ， 灯，債 娠 ど 得ナこ とい う・

　　b）静 注

　　Ag ’Uerol6 ） は C ．P ．25mg と Promethazine　50 皿 9 ・

　Mcpe 夏 idlne　IOOm9 ，5 ％ 帽 5cc を 漉 じて i ｛ し た が ，

　子 痛 56 詞 中 41 ％に 　
．

ぽ お さま り・ 母俳死 亡翆は 5・4

　％で ，他の 方法 で 泥 広 し た
1 今の 1L7 ％ ll’こ比 べ る とZ二か

　に 低零だ つ た とい う，t 入 猛．一に 肩 　
一干 れ ば ，此 の 静浅

　に よ る 方法 は し 試 しば 救魚 の 吻 含に 有効 で あ ろ う．

　　 c ）筋 　注

　　1説 或 は 却 1、 1註 習
・1い ず 蒲 江 耐 で ｝添 し・た 綴

’

　〔、，S ，heidt 。 ．　Ei・・rm ・ n
・・）

，　M ・蹴 d・ 1・　 Guard …al8 冫・

　 K ，三、h。 aM 。 。 。 n 等で ，M ・負・ ・ L3 例 の 矜 ∵ 幽 」を・一

　渤 ，S・hcidt　 w．　C ・ ・kta．i琢 1　 ［・JA° r・」の 肝 子
’
Jl・1亅

齢
・
〕．13・」li’

中 ・翊 1に 価 滸 膿 つ た が ・／　 f｝’」
：lkV2・　3°

　伍 騰 極
r
山 掴 、

の 欝 と1’・う・K ・至・h ・・ Me ・ユ゜ ll　ltコ．

　2δ 、，、の
．
O 　 i．1Lゴ （うち 1β 歹1」1よ fD ・一・） に C ・P・と

器 ；、− 83

PrUmethazin 　s　Phenoba ：bitone を 併 Ajし
’．
r　1　 し ，

　例は 4王凱 r謡 6 例 カミ謂子 分娩で あつ た が ・モ　 灸祖 単

グ 再発ゼ
ー・

．［：子 乱 て は 38％ 一 勤
．
で 　15 ％で おつ ナ

1
と

藷 1ズ い る ．）RIL　Hans 　V ・1… ine°） は S・，・ ・ gan ’1
’
丘

の 阿：法 ど 麦 え ，Morplliu エn の 量を 減 らし て C ・P ・を 壷

用 し，之に Barbiturate を 併用 す る 方 去る 報 告 し て い る

が ，M 至t珮
21） は C ．P，25mg と　Phenergan 　

gJmg の ．

Cocktai1 を 先 ず筋注 し，1 時両後 C．P ，？SXTI｛1，5il
」 lj

倍 C ・・1・t・il・ 2s 皿 9．12 μ芋閲後 C・P・：25mg ド u 時閨・

C 。，ktail　／ mg を 肱
・て い る カミ，此 の 治源去・

．
完 全 一

．t’［・i’・？1　」（ した も の は 13簿 ・冲 39働 即 ち 3°％ 礁 1に

．．訊 瓢 ろる が ，死亡．蝦 よ母 4・5％ ，！139 ％で ll 三去 11

潤 の 勘 甲 9。0％ ，児 58 ・O％i，t 比 べ ・る と ・ 葺’
：LL，　，1／L　；

’
で 凌）る と辻 べ て い る ．

　 （4）C ・・贓 llytゆ e と降酬 の 1）騰 1法

　 ！L，、舵 ．よヴ （は C ・・kt・il　ly・ゆ ・ だ け で 峰 丁 1鱗 2

＃）　，
H
」

「
来 な い 必舎 もあ るが ，　 Gomez2L ’） の 云 う 1．D ．Co −

cktail 　 lytique ｝鍾 L斉堕ノ）降 圧作 1：Jを 助 長
｝
3 ろ flLiri」が あ

り，従っ て 婚 ・酬 モ殖 f  し 想 ．照 乱 い 畷 罪

が D 旗 る ． ・rry ＆ Ω ・ ・ 即 lt・h ・… ・th 。・ evm

｝、r 。 inide を伽 肌 妊 、 T 細 ・幼脈廷 、囎 ガ
．
・V され ，

i　 ，眼刑 ん 鉦、は τ冂：ち
．
に 瀞失 し た と FxVi し て い る ．瓦 に

H 。h ｝b，in・4） ぽ Phth ・1・ ・ i・・e を ，　P 呈9 ・ au ・」L［i） 1，a　 Ph ’

仁｝dazlne 及 び Serpasi1を 併 丿Llし、夊 Wimh δfer ＆

　P
・
au ；
’a） は Serpa ＄i］を 主 に 用 い ，　 i．眺亅作用 が充分て な

　い と き之に C．P．を併用 して 好結果を 得 た と ま．
tt
して い

　 る ti

　　　　　　　簾 雲章 臨 床 症 例

　　缶 例は 熊本大学 ロ 婦人科 ，熊本市立 匹レ：，　 ，i 生会病

沈 ，熊 本 市 福 田病院 ，i町± 枢木痢 涜 ・小 ltllu「
『

丿
「

．齟
院 ・宮

．

1，」Lt硲 瞞 院 に 入 。。 した ’1諸 の うち 1 郵 何 ノ1・了謝 ↑

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 し て そ
／．F．−10 例 に C，？．及 び Cocktail　 lytique を

の 効 小 を 見た ・

　 （1） 子 ll則 丿．L の “ セu｝」ft

　の ∫佃 槌 脚
層
の 凝解

　 工 1働 u 酬 人憩烈 繭 ・ JAK ・：

や ， ；碁心 ，

口 酎 ζ の β［J 状 ， 11ir

　　　　　　　　　　　　　 　　 め ホい びの 脳江 払．

　　　　　　　　　　　　　 ノ 」釜竃 ¢ 戸 　亅i）v．　z’伴 う

もの で あ る が ， 贈 ヲ、降 ・窺 lnく ］°例 6 歹
．
こ 」・記 の

吩 うち の い
一
ヨ
ー
，、力晶 髄 ，れ i二 ．丿訌．こ の 厨 こ

は ，Coekta 三1投 与 iス 旗時一7 π 抄 1十 」 1 の 1 尸 八 ’山iか

・
，．．　 、．⊥．し諏 こ ｝  に ・Jl，弄さ オ覧 訪 函 鎚 の 状 5

の 改
v．

に 証 し く．n∫認 逃 な 謡 、力魯 瞬 訊 一・
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一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

854− 84 Chエ・ ・ p ・・ m ・漁 ・
I　C ・x ・k ・・il　lyticlu・ に よ る 鏑 ，．

撮 　 ，．；、　 f
蕣，I 」1 　 1 巻 6 ．号・

i
l

I

鑠鷺
　 　 ミ　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　

　
8

…
X 　＋ 1 ＋＋i214！1301C ・｝｛・

　
911・’M　

一卜 　斗一＋・　・60 ！154ic ・1・−1・

四 囲 ＋ 1÷ ；
・・。119・ c・H ・

ttt−．一 　
第 転 贓 亡a 恥 t ・瞶 二罵 蜘 旨 鯛 ・

一 籠 灘 熟
　 　 　 　　

　
　　

じ　　
　　　　　　　

．．．’．− − 　　　
　　

　　
　
へ

　　　
　　　　　　　　

　　　　　　　　　へ　　　　ね　　　

ご耀ご匪暖蕊謎∴ll［
覇 督宀 ｝蝦1軅 。 ヨ鷺 一

ブ lll　I
「　　　　l　　 I　 I

　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　へ　　　　へ　　　　＿
　　I　　　　　 i

．。 i
＋ L

＋
．一

＋

21
：  LI ＋ 」 ＿

　 14

：！
＋ L ．一

一
L

、 。 　 旨 一 　 1

・）け
一

i
＋ … ＋ ．

け
…

＋ 1帽 一 一 一

・・

1畳 ．
一トL ト

　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 デ
、oI − ．

＿ 1＿　＿　＿

・・ ！爿詔 一
「
一 一

1

25
［
− i「 帽 「

一

48

　 j341

　 148
．

3引
　 「

8036

」

　 「62
　 1788290

　 1

　 1
−

・、II
2o 　 Is

　 I　 l
　 　 　 「
i8　i24

　 1　　　
1

20 ：7

　 12216
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il”

　ltv「 ユは 浮施 （柵 ・ 尿5、匹ll（｛D ， 曲 Tlg 酬 殉 で ，

」
IL

は 「い 試 ド 悪仕 して来 た の で r ド ち 」一ノ　L，さ せ て
’t　2

図の 1き糠 を した ，治説、、・ よ つ て 収 1
」in．．ttは 、。．．

30mmHg 低
．
ドし ，ゴしい 利 尿 も L

、
i
， られ た が 汀厂

一
t ま だ

鉄 ぜ ず ，
Di ・ m ・・ 25。mg ！I」を 2Ll 三． も 、した 〜に ろ ，

浮ザ ぱ 名
；
し く泊邊 し ， 尿蛋自も （十 ） と な り 」

一．・
パ杁態

も妊広 し州 鉢 体「 杁 鷭 6・
・kg か ら 1帽 間 の 寺1！。

で 56．51　g へ と 7．Skg 諏少 した ．

評

差

ー

凡

、

广

第 2 図　子   、le．，1
’
（
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一尋
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蓄

壽
t
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　蔓
詣．

髪
　

一
一

一
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唇…萋1

直論 一

≧き 謡 塾
当 1
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40113
．
ダ イ ク 膏 ト

　 　 　 　 ジ　 イ　 ド

・・ 亅・ 1勸 心 ル 雁母 一

聖 1・ 墜 二∴ 詞

1臥 「
　　

”

1
　　・ 　 1
　　“ 　 …

　 子分 　 E

　　　　 l
瀛 分

雪
　

｝
　 …

　 庄鯉 は 1究 幡 ）諏 蛋 白 （＋ ）一 ・厂 168 μc8 で ，

玖 ノ「rT・ 版 　嫺チ1 ・食欲不 蚕 ， 悪 心 が ノ め られ た が ，　 Cc ．
ck 副 技弊 馴 洞 噸 眠状怠 か

「
腹 した 臆 ， ど

妬
『
の ：「わこ、ま全 く｝

’”「
」 L一し ，　」血，

「Eも　14D．90mmHg 　O ，、，近
に 続 畠 以後は c ・藪 ・・遅 、．撃の 螟 は な 煽 占 ， 、

岡 外 ン 及び 如 卜 河 1塗 僻 r」し た と こ ろ 广
．
、賦

脇 蜘 し 浮 騰 1畝 ・自廴 入騎 64 、51　g か ら lz

謝 の 治濠 で 59kg へ と 5．5k ．e 以 少 し た ．

　 嘱 3 腰 L （＋＋）・鷹 白 （手曇＋）一 胚 178μ エ。 で

瓣 瞬 し く 障 1・溌 も訴 幻 治琵、、1始 よ り 分 晦 鋪 29

時同 ’・心 そ の 、臨 髄 勲 こ
．r
」 、吸 鉱 蛇 齢 て

い た が ・ C 。・k亡・li・ H （CP ・・−P ・・ m ・馳 瞬 ・）50 ．mg ，
c・P ・跏 g の

．
繁 遂 に

［Y ［，llG　 八 短 ず、1．．扮
娩 を終 身 ，分ALk ．

よ脳症 状 ， 目八 ILμこは 煮 に 消失 し ， 画i圧
も　130

，

，’eernmilg 　l’こ 下臥 した ．

　 酌 4 ・よ漉   ・ 尿 ∴ rゴ（＋），．［」
’
．11・一｛　162tvJ ・，い Hg

で 扉 を 訴 え て い た が ， C ・・k・・li・　H 　2Dmg ’
を 7E　 i

．・・J．・rkで 2 側 隙 後ti　l・iに 1瓢 鳶 まxs　t した ，

劇 5e ．一払・一一・（＋＋）湯 そ査 ・1   油 圧 214 ！14・
一
ら

丸 『、汲 び 限 鴇 i発を 訴 え て 入 　しブ ．C．P．5晦 g 、　Pro 、
蝋 ha・i・ e −°mg 　55 ％ 糖 5。・・c に

‘ ℃ て 点 ｝、 ， lr、包
・

した と こ ろ 傾 rl　 ピ ．レ しげ ，歪 日 は 血 圧 が 140〜、170，il〔，e
Nl2 °m 鹹 9 の r　 ・・ tt．・・Jし て い ブ・が ，頭病

．
堕 默 溺
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発は 消失iした ．

　症例 6 は 浮麗 （十十），尿駅白 （士 ）， 血 圧 工68！Ilo．T ］nn

Hg
　の 状£：、で あっ た が ，陣痛が 鉛 ま る と 共 に ∫血圧 は

1go113°皿 mHg と上 昇 し ，　di・t く』嘱 を 識 始 め た の で

C ・・kt・ll・ H25 ・・9　ttA，L した と こ ろ ， 画旺 は 下 、「
．し

15°−vl60170−−10。mmHg の 1．・1 ・カ し 葡 ミら倣 嘱

えた が ， 予 ：
…
　  招 く事 も な く ， あ記俵も血 圧 1　Ctott

80mmHg ぜ 維 同 し ， 傾眠ガ、，＿を お続 して 翌 ！ヨ に 転砧崩

も滔失 した ．

　症 i殉71 ⊇・浮腫 （粥 ），房丈蛋 白 （掃 ），血圧 1621106mm

Hg ， 訟 炭 の 貝痛 と 眼華閃発を訴 え ， 第 3 図 に 示 す如 く

D 三chlQtride 　IOOOmg 及 び Cocktel三n 　H 　25mg を 乏与

した とこ ろ，翌 日 は 頭禽，眼華ガ発 も消 失 し て 気 h も良

く終始傾眠エレ、態翰 II／L ：ナ ， 血 圧 も　エ30μOD 皿 mHg 阯 近 を

終持 し てい た ．

．鞭

：：！
1鱗

鞠
’

冒 

齢

第 3 図 　子 痾
一
旨 「三 （LE例 7）

　 　 ¢

撫嬰薦
孀

 

麟

痛
 

i广 谿　　彗漁講置鳶為
　 t騨⊃

1　　 2 　　 3　　 粤
一

奪　　 6　　 『 e

第 4 ［瀏　　子 Iiti．、J）Fi　（藍三伊18）

山　 下

衄 ・

8騒 一85

　　症 例 81 ．・3』 （十 ）， 尿 廴 白 （骨 ）， 血 旺 214 ，／130　田

　
Hg 鰍 蜘 瞬 捌 、、、u／め られ な か つ た が ジ 笹 廐

・
し

　く　1・　・’／い ブ誘 C ・ ckt ・1i・ ｝i　25mg 蛤 駐 、 1熾 ．た ．簿

　
4 図の

厂
1く血江 は

一
時下降 した が ，

2F　 k 、o上 弄 の 、．、
艇 ∫乙調 で ・ s・ rp ・・ilを投与 し て 区紅 田 を 藤 さ

　せ ・血圧 a ’
を 行つ た 魁 子 癖ゴ．，・tiFを 沼 偽 もな く ，

　漁 細 ゴ湿劃 饗 こり「時陶で 分娩 ビ 終 了 した 。

　　
膕
「F 「ti］1　9　aよ汐 （＋ ），・；f＝ g （＋÷），血 圧 1・t．　20

’
0115 ・

v．m

　
Hg と

「

霜 　こ武 い た め ，子 痂 に twe　tiす る の を 恐 れ て

C ・ ・kt・li・・ H25 ・n9 を 籏 注 して 徐 ・ に 血 1 ；　 ISOi
’
］。O

　
mmHg 磁近 に 下 降 した が ，

6 時1岫 ・喜 」ご上 丿 ［
．の 卿

一
5

り・
S ・・P ・・ il　 1・ng ’を拮 して 18〔1！1。。m 跏   前緩 1こ

帆 廴 聯 し ・C 。・kt　 1 に よ る降1壬作驪 ，娠 し ， 危

　、炎状態 を 脱す ｝　｝1 が 呂来 た ．

　　酬 i巳
　 （＋ ）， 尿 V （＋ ）， 血 厂ド 220f ！94rnm

Hg で ・C ・・

’
… lin　 1’1 ・・mg を 3分 して 3。分勧 ．摶

　し た と こ ろ
，
3 け 尸

．
．を 要 し て dir．　n

“
ま 13DXgem 　mNg 甫な麥

迄徐 々 に 下 減 した が ， 4 時間後 陣 菜と 期 　「圧 は ユ951
130 ・rim ｝lg　1’

』
上 一した の で S ・・p ・・ヱ1 工聡 澱 与 し て

降 圧｛訓 Jを 助弐 し ， 恵．！ノ1娩を終 了 した ．

　 以 上 の 五1例 L 於 て 孑F め られ た 如 く，
Cockta．ll は 了 扁

切迫 の 状態観 ン嘱 ’・葎し途 例子煽 へ の 勧 を 阻止 し

得・た ．

　 （2）Cock 亡ai 三の 降圧作用

　
C ・・kt・ il 必 ・，・SDJf 圧 下 降 1よ鞠 ガで な い と云 わ れ る

が ・ 矛鞠 騰 1°例 で ・よ第 峡 の 奴 全例 虹勘 剥 馨 し ，

取＆la舳 圧 が 34−’9・m 翩 g ・鞠 63m 加 H9 ，拡哩 巳

F が 18−・・］04mmHg ，平 均 43mmHg 下 隣 した ．就中

ン 、、旨な 高 並L筆 を 示 す 症例で は ⊥且圧 下「級 も謡 刻 で あっ た

が ， 正 ？i，隼一則1以 下に 迄 下降 し て シ ヨ ツ ク 状 〕、に 阮 る牛 例
｝ま全 く見 られ な か つ た ．

然 し なが ら1妊 翻 蜘 ・」1瓏 例ll・a ・）／：つ て極 鉱 り，

第 6 表 に 示 す 如 く2N24 時閭 の 動拙軸 囲を 示 し て い る ，
e’tの 点か ら他麟 「圖 との 併 用 も考厂 （ 入 拡 バ きで ，

翻 呂 ll　 1　 ］b，　 IEN ） て 短 胴 で あ るi　 ・
）に 向 叩 （第

3 図 ），1 列 8 （弟 4 図）， 症 例 9
， 症 例 10 の 館 く ，

εer ．

P 三風 Ap ・e ・。 li… 或 ｝ま Ch1・・亡hi・・id・ 弋 ど 俤
．
コ％一

王1に よつ て tFF 「  を 維持
”
・

v
べ きで ，之 に よ つ て 中枢 の

鎖謹 と共に 血．江 の 調絎 も合 易 とな ろ う．

　（3）利尿及 び 房、置 台に 及 ぼ す 一 射
C ・・k ・・11 の ω 1囎 同1頴 も そ の 1粛 ち に 礎 を 終

了 した り ・ 或 颱 の 利民 降 圧 剤 を信澗 した 1：例が 大 vs
分 で ・

Cock 奮ai1 に よ る 利尿効 果 をド め 得た もの は 聳か
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2ty／4tこす ぎな い ．症例 1は 第 2 囚し 示 す如 く・ど 脈 利

尿作 瑞 ガ
尸

》 られ た が ，症例 2 で は 却 つ て 卿 し て し ’ ‘’ ・

尿舶 段 ズ 揮 胴 様 の 理 llrで ・
　 k

− ttT・e｝’こそ の
．
し カ

オ を　
ノ
しT・

〕
よか つ た ・

　⇔ 娩 江 方法

　　班 効 の ・例 ，

・ 1祇 亡
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癖 7

日 虍讃誌 12卷 6 号
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［1 匿 し得た ．
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棚 け r駆 勧 諏 で 往 診 した と こ ろ・纈 Ul

，、．よ リガ 2 嚇 盤 し 諭 rl ・6β 魎 mHg 譜 証・痘

レ．諞 め し隷 ．直 教 こ c ・P ・跏 9 を ・惹 して 2° 一）3°

Il：ヌ
』 地

’
1， ミし た ノ ，

／　

’
ge
’

よ六 女 せ ず 鉗 子 毛 ・1・∫・こ 移つ

ブL．、 1 中 1m 発作を 起 した が ， 分確 衣 は
rrr

匹 1601HO

・．LmHg で ， もはや 」
‘
屋も再 び 兼 憂す る こ とは なか つ た 。

　叢伊、↓2 も 了 ，1駈 働 訴 え で 往診 ・ 征 21°112°エu 無

L ，謡 置 磁 ）， 尿鵡 （＋f｛’） の ・レk・Lt で 一
”
v
：
・
」zRE に 4

［し い ，
1・ 頒 、一・ 1・1の 顕発 で あつ た が ・

c・P ・　 s°m 暮

，　 “t± した と こ ろ IL 蠡 力 己 っ 斌 づで ・ 帝 ヨこ刀ma・に

よ つ て 無 ‘ 生児 ど 偽た ・

W 蹴 撫 贓 乍・ 起 し て 入 院 げ・1圧 21°！12°mmHg ・

身謡 口   ，入院麟 信 1 日蘓 した カ  c ・P ・5魄

　　許 後約 1時園で 」
「6王 切

ド
」
を馳 仁 ・C・P ・投与叡 は 手

lb も 盆 く 些麟 は 彪 らず ， 。
．酸 第 1 則 旺 は エ60！100

。、mHg に 〆 畠 弟 3 日訳 ま恵 識 も恢復・以後
11
蝿

’
剤

畷 与 した と こ ろ ， 臓 の 輝 も 麟 で 24 日 跏 圧

no170mmHg ，尿蛋 自 （
一
） とな り退 院 せ し め た 。

　　朔 ・ は 鼎 が 自宅 で 叩 1訊 ：完却 回・血 圧 ／961

，加 浦 9課 蛋白   ．初 回 発億 り 塒 間半勧 仔

　　、rtr施行 ．そ の 彼約 2 時
1
恥 『

「
して Coclgte！in　H　

25

mg を 粧 し 燃 ・∫ 1；・よ 1・・〆・・… mHg に 下 il糺 濯

巳は ｝澱 も恢 區 し 濁 力臨 了 銀 消失 した ・

　　「 1i5・
・
；入 ［笥 瀦 广

』
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　　 g 　　　　　　Tレ　　lt　　聖陪　　馳ヘ　　レ9　　1琴

す 如 く第 1 回発作 後 約 2 時 閼半を経過 し て s5 ％ 籍 500

cc ，
　 Coc胞 el 洫 H25mg を 混 じて 点滴蓄佳 イ 駒始 した ・

30 分後耽 圧ぽ 112／84mmHg に 下降 した が 、 そ の 後 凍

第 に ⊥m．上昇の 傾 賄 り， 更 ｝こ C ・・kt・li・ H25 皿 9 ，5

％糖 5SOcc を 狽 じ て 追 加 した が．ll圧 は 下降せ ず BO ／120

mmHg に こ し ， 第 2 回 発作 が ／1ξ襲 した ．直 ち に 20 ％ 藷

20cc に Coclctelin　H 　25mg を 力疲．て 静注 し た と こ ろ ，

血圧1は 一
睡 下 降 した が s 再 び 上 ダ の 気西「．が 見 られた の

で ，C 。・ktd 呈n 　H 　25m9 を 筋注 し た ・併 U 醒 の 上 昇

は 防ぎ侮ず ， 卵 3 回 の 孔作を 起 した ・Cocktail だ け で

は こ れ 以上 の F粧 効果を鮠 ・且来 な い の で ・　Ap ・e ・・lin・
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昭 祖 35年 5 ∫、lh
「
［1 下 85？一一87

20 三ng を ，：虹に 2H 亀h 後 Apresoline 　20mg と弦 心 剤 を

、．．．一元 した と こ ろ ， ∬匡圧、よ潅舟 き ， 子肩瓦作は 广 吐 し た ．

セの 後は Apresoline，　Serpasil を 用 し・て 亘艮圧 を 120〜

130190 〜鱒 OmlnHg 附 近 に 維 1寺す る 様 詞節 し た ．　 U．．1心
”H／

“

時聞的 に 投与 し て い た が ，子 1聞 究作 の
r”

］1 「LD
ぎは

滌失 し ，
4 口後 に 止圧の 風 、∫上 升及び 抂隼 もた く男 冗 ど

死産 した ．

　　　　　　　舞 3 章 　考　 　 按

　第 1章 に 於 て 述べ た 如 く，最近の 文 ；kJstこ よ れ ば い すれ

・
も C ．P ．

，
　 Cocktail に よ る治｛讃1去が x ；し い 幼 泉 を LNJて

お り， もは や Stroganoffの 原払及 びそ の
／
魁 、孑モく省

み られ ない 状慝 に なっ た ．Sが あ る ．併しま た LabGritの

IE−1T昌し た 人 工 冬眼メよも， 積 々 の 蚕叔 、上の h ， こ の 夢

に ，追 弐者 も少 い ．轄 ろ神髭巡 断の み で 戸 L 部 を 1しL元 な

い 力満ガ ：、ぞ［用も少 く， 且 っ 充分効 1 ．」
；Jで あ る として タ

ンの 耀 告 が あ る が ，

．
耗看 の 「例 に 於 て も充分そ の 効爪 、よ

下 め られ た ．即 ち 子洞 静 1：1D 例 中全 f7：［子 丹へ の 侈 行を

　 ＿｝f’丶｝一た カミ
，　就 4コ五［ヨ歹1　2，　3，　4，　5 ，　6 ウ　？

’
　臣ま

．
ゴ

ニ

折1．　レ」巨ル
1、二竺

吉 し く ， 脳症状 ， 隅打 状，冒直 状 も認 め られ た に も拘 ら

．
ず ，

Coel ［tail 侵用後 二速 に 之 子の 圧 状 は 1夏解 さ 矛ら 冂耽

匸 も
”
V ・

し く下 隆 した ．

　 Cocktail　lc よ る
．・
t，圧 下 匡執ま ，卞 と し て 交惑イi軽渡断

　 ∫鳳 こ ぎ二く 末
「

ピL管拡張 に 因 る もの と 考 え られ て い る

ゴ， 渋沢 ，
Shuckm ．an ・［） は 紅末 冊  面 が 大 ノ 数’こ”f”て

　．1弧 こ 減少 し ， そ の ：、均 は 凡 そ 31 ％ の 葭少 と い う．　 i

、」粟に つ い て は 桓 沢 ．J 駄）
は 26川35m9 の C ・P ．を・kl ］

した 島／ ン 脳血洗 話 5
／’［ら圭；JJ 脈 1、圧 こは 殆 ん ど嘉乱コ．

Fs

／t   ｝
「“
冨

μ
打抗 は 低下 し て い る と転 告 して い る ．

　 辷つ て C ．P ．及 び CocktaiHytique は そ ‘し↓、、力な コ

．．、．乍！、」こ もっ て ！ 侯臼に 子癇及 び 子ガレ 血し、煮 を蔵解す

る だ け で な く ， 調 小動 派 の 撃糺 を 去 ｝
り ， △身 の 宋 」dl 威 魔

 
倣 下 さ せ ， 脳 並L着抵 抗 を 叡 退 さ せ る の で あっ て ， よ り

　　 、丿な治玄 へ と講達 した 感が ある ．

　 f．！．しな：カ
’
：ら　CoClsctai］，工ytique　q）1ヒ筆IFE乎乍厂コ｛

壷
，　ti

−
Ilf∫

　 ：の 静 。B （第 4 図）6r 例 ΣG
，

．
∫
・
祠 の 症例 5 （  5L ）

の 如く，l！tl刑 ij 岡痴 め て 矩 い 」 も あ り， ［鰺 」≡竹用 ガ ．．、
t

　 で な い 訣 ） あ る．子 癇 の ；：例 5 で は Cocktelin　 H だ

、，：て 凋講 出ズ ず ，
Apreselirビ 乞併，1亅し て XJ　b て ．l！　 を

i．O−一”150mmHg に 維持 し ， 妊 に ヨヂ賢」作 も露 制し，」 た

が ，
Apreso｝ine を 初 か ら単独 に 11」い 九 妨 合 s 最 し て 此

9），に 効 果∴1’で ち る か 盃 力・は 間駆で あろ う．

　彡 6 「は 、
刀／［橋 3 ・11 】 月 41

， 点牢大学1 嬬人 科で 経
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1／ L た r癇 の 1「例で ある が ，第 4 回の 発作役 Apres 脳

line　 20　ni9 を ぎ殳
f
．

’
L、，　［

「IL．−l　i・ま 25D ！194mmHg 力 丶 ら rt6〔ソ

三e8 £nmHg 辺
一
1洛 した が ，そ の 魯 僕 ま た ∫序5 回の 『台 謁羆

作 を ．口 て お り，　
’6 ［溌 作後 Phenebarbit・ ne 及 び

Nobulon を ）1い て 枕め て 分娩迄五 　 副∫1丁制す る IJ 掴

未た ，叉 Wimh6fer 碧6） の 報告 して い る 1 ［ 列で も ・
　 200！

12Dn ユmHg カ ；R 　Serpasil　 Pt｛
・3．Smg ☆ f討　して 12C〆δQ

In 【n ｝19
’』

血 圧 が 下 i警 した が ， そ の 、白 t喜 び 臼 ］発 作 が

　盈 して い る ．印 ち一
翫 7］の 発作 は 単 に 触里 を

一
h 旁させ た

劇ケで 転 阯 ど得 な い し ， ．尽 力な　「 剤’
Lf 併．厂 しな け

圃
れ ば

！
蕩 ：は 少 い ．又 逆 」こ Cocktail　lytiqiieの i∫ 々 ぐ 争誘 ！F

月及 び ［刑 じ作 」1〕だ けで 1よ ∫癒の Jt例 5 （笋 51℃ の 如 く

　L圧 の
．
〕丿 1、よ匹烹

’
。．識 が あ り ， 廼 圧 、罫 上 ． τす ，；ぽ 岳占

己作 の 朱 憂は 　 ） られ isい の で は な か ろ うか ．従 つ て f’

　 卩 r及び f瓜1の 澄，は Cocktail　 lyt：ique　vl ［
ノ
’
の 填

LLvを Fi・る と．榊 こ く一宜 i　v）1−hi］ttt 釈 「
「1して ［1げ の 、．，」茹夕 行

い 7 浮 隆三ド」度 の ≠ は 第 2 図 の 如 く利尿 剤 ）1ゴ い
’
r利 撮 を

ll十り 冫　
4
般）り、地 ± ＿か に 恢復 させ る 1、が 必 表 で

’L−
：
．ろ うと

思 う。

　　　　　　　藁 ‘．．；
一

小 　　　凝

　 （1）子 痾 う例 ．赫 ユIJr　 l匸10 例 ‘こ CP ．及 び Cocktuii

lyヒ…que を 応 用 し，そ の 効 、恥 ζ見た ．

　（2） 子煽面厂 田 例 中 全 例 子 押 へ の 移行 を 防 Lヒし得 た

が ， 玩 ，
1　6 例 に 吝し か つ た 『固 」切 追 状応 は ク 凍 き＿緩觚．さ

　 た ．

　 （3） ∫
・
厂 5 レ1中 2 働 よ発ダi目数か 孝 レ戈21 例 は 完全 に

　 」 ・を
P
∫1制 した が ，

1 例 ｝ま Cocktail　 Z）みで L 血且 縄節

不 可能で ，
Apresoline ，　 Serpasllを 并用 して 「簡発作

を．月，「∫し げ た ．仙 の 1 伊 嵐珪   に 便 用 し 」

一 馴 憶 くを 迷
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851，− 88 Chlorpromazine
，
　 Cccl｛tail　lytiqueに よ る

二f ．商，子 痼 前症 の 治 療 日 匯 タこ、c．．きE 巻 5 号

か に 恢復 せ し め た ．

　（4 ）子 澗 前 症 10 例 に お け る C。 cltt 　ii ！ の 1奉圧作∫巨は

糞 例 に ∵
：

明 で 2 収群；二
．
凋血 圧 34削90mmHg

， 平 均 60mm

llg，泌漲 姆恤 圧 正8・vlo4mm ｝19，平 均 43 塒 m 董｛9 の tr

圧 下 降を 見 た ．

　（5）　F辱に二  ノ］］ζ畚統 陋碁L月｝よ 2−’241 ：寸艮翼S⊃ 垂Zii．P：＿U」レ⊃二あ

り 丿 症影．亅惹 よ っ て 著 し い 差を 認め た ．

　（6）利 尿 及 び 尿蛋白 に 及ぼす影 匡
｝
．
こつ い て 穏 1、，iな譲

籏」が 得・られ な か つ た ．

　　　　　　　　　 維 　 　 無

　妊 娠一ト蛎 症の 成 固 に つ い て は ，：晃二i三ア レ ル ギ
’一

　i；｛’が ：、／）：

も肩 力 で あ り， 我が 數室 で は 加 来 及 び 湘 司研 究 ．．ノ＿刀  

妊 娠中工症 は 胎盤 多鮎 体私 吻隻 K ，P ，S．に よる ア レ ル ・ド
ー性 病 変を 主 とす る疾患で あ る と し ， 影 々 ‘

ガ
．F
責を 発；．三

し て い るが ア ナ フ イ ラ キ シ ーシ ヨ ツ ク と 子
・
瀰蓮 いとガ 1ト、、

一一
の も の で あ るか 否か は 問題 が あ る と して も ， 抗原 坑 が

反
「
亡ヅ 関与 して い る点で は

一
建 の 巍：象で あ ろ うと思わ れ

る ．

　 Cockta 三I　 Iyt王que 　の 抗 フ
：’
ナ フ イ ラ キ シ 戸一シ ヨ ツ ク作

1「1は e　 lif辻 し た 如 く極め て 強力で あ り ，
1．Dln 塞撰g の 凝

与 で 完一涼’．．シ ヨ ツ ク 死 を 防止 し得 た が ，じ1
．
ド
「
〆、に は 子 編

前症 の 髫
．：
瀧」11に ，1厂芭：MIした 賜 舎 コ

＝i・til．．．］！刀迫 の 状∫h3 二応、：4．．〜こ．、．：

解 され ， 鳳 圧｝J、占：
明 に 1彜下 し ， 利尿 ， 、

．
奪圧剤 の 」 ：

二

凡 』 よ

つ て 妊 娠 中講 症 の 漁三状 ぽ 舁 ん ど
κ

央 し：7こ ．．1 竊て ！li砿
…t／

発作 を ｝涙 し ， 二又は 完全二に 抑制す る が ，症例 に よ つ て ぱ

Cscktail だ けで は 血尸∵ 面」は 充
「
）
s
で な く ， 、s

．
、圧剤冫

己．併

用す
．
る 1．iこ よ っ て ∫、1

．
LL 卩 　〒∫も容易 とな り， 以彼の

．
掛薄」　＝

作 を 全 く：11．1剥 し得た ，

　以上 か ら C ．P ．及び そ の Coc 盗 讃 は ，

．k， ，．．j．及び一
4
．
胸
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